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緒 言 

 

スターチス・シヌアータ（以下スターチス）の切り花生産では，種子と組織培養苗の 2種類の種

苗が供給されており，現在和歌山県での切り花生産では，ほとんどが生育揃いや収量性に優れる組

織培養苗が用いられている．暖地の促成栽培を可能にした開花調節技術は，種子品種を用いて行わ

れてきた．吾妻ら（1983）は‘アーリーブルー’を供試し，催芽種子を 2～3℃で 30 日間低温処理す

ると，抽苔，開花は早まるが，低温処理直後の幼苗が 25℃以上の高温に遭遇すると，低温処理の効

果が低下または打ち消される，いわゆる高温による脱春化が起こることを明らかにした．また，春

化した苗は展開葉 8～10 枚まで高温を回避して育苗することで脱春化を防止できるとした（吾妻・

犬伏，1986）．この技術開発により，産地では冷房育苗や冷涼地での育苗が普及し，年内から収穫可

能な促成栽培が拡大した．組織培養苗は，1989 年頃から供給されるようになった（伊藤，1993）が，

しばしば開花遅延が生じることが問題とされ，この要因について，継代培養の繰り返しや高い培養

温度が開花遅延を引き起こす（深山ら，1998；古屋・藤岡，2009；土屋ら，1997）ことが示されて

いる．また，組織培養苗は低温処理や低温処理後高温を回避した育苗により，開花促進や切り花本

数が増加する（深山ら，1998；古屋・藤岡,2010；荻原ら 1997）ことが明らかにされ，組織培養苗を

用いる場合においても，促成栽培では冷房育苗や冷涼地での育苗は早期開花のための必須の技術と

して定着している．一方で，催花状態にある株の花茎を 7月に切除し，その株から発生した芽を用

いた挿し芽苗では，夏季の雨よけハウスで育苗しても脱春化することなく10月から収穫ができる（後

藤ら,1996）ことや固化培地を用い遮光ハウスの無冷房下で育苗した場合，冷房育苗苗と同等以上の

切り花本数が得られる（島ら，2013）という報告，さらに生産現場においても無冷房下で育苗した

苗を使用した促成栽培が行われている事例もあり，促成栽培において，必ずしも高温を回避した育

苗が必要ではない可能性が考えられる．また，本県の育成品種は，育成段階で早期に抽苔する個体

を選抜しており（小川ら,2012；2014；小川・上山,2016a；2016b），開花のための低温要求量が少な
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いことも推察される．「培養系スターチス・シヌアータ稚苗の自家育苗マニュアル（2009）」による

と，冷房育苗には初期導入経費の償却費と電気代で 1苗当たり 32.3 円の経費が必要とされ，冷房育

苗が不要になれば 10a 当たり約 10 万円のコスト削減が期待できる．また，県育成品種は種苗費が安

価なため，これらを用いることでさらに種苗費が削減される． 

生産者が県育成品種を自家育苗する際，低温処理後冷房育苗されたセル苗と培養容器に入った発

根培養苗（ビトロ苗）が用いられる．種子品種では，幼苗ほど高温による脱春化が起きやすい（吾

妻ら，1986）ことから，本実験では，県育成品種 8品種について，ビトロ苗とセル苗を鉢上げした

後，夏季遮光ハウスの無冷房下や無冷房より高温となる条件下で育苗した苗と冷房育苗苗とで生育

および開花を比較し，冷房育苗を必要としない促成栽培の可能性を検討した．また，定植後の長日

処理は高温による脱春化を防止できる（藤田，1986），電照栽培により抽苔本数が増加する（島ら,2011）

という知見に基づき，無冷房育苗時の電照処理による脱春化や抽苔の促進効果を 8月下旬定植の作

型において検討した．  

 
材料および方法 

 

１．県育成品種における発根培養苗（ビトロ苗）鉢上げ後の育苗温度が生育・開花に及ぼす影響 

（実験 1） 

 試験は 2015 年と 2016 年に実施した．2015 年は‘紀州ファインバイオレット’，‘紀州ファインラベンダ

ー’，‘紀州ファインイエロー’の 3 品種を，2016 年は‘紀州ファインブルー’，‘紀州ファインパープ

ル’，‘紀州ファイングレープ’，‘紀州ファインパール’，‘紀州ファインピンク’の 5 品種を供試した． 

１）育苗 

 2015 年は暖地園芸センターで組織培養により増殖（培養温度 20℃）し，その発根苗を培養容器に

入れたまま 5℃，16 時間照明下で 4週間冷蔵処理した苗を用いた．7

月 27 日に発根苗を培養容器から取り出し，根に寒天培地を付けて切り

分け，培土（タキイセル培土 TM-1TM）を充填した 7.5cm のポリポット

に鉢上げした．2016 年は，（株）ベルディから入手したプラスチック製

の容器に入った発根培養苗（図 1）を 5℃で 24 日間冷蔵処理し，7月

28 日に 2015 年と同様の方法で鉢上げした．鉢上げ後の温度管理区とし

て，積極的な温度制御を実施しない無冷房区，換気を制御し高温管理

とする高温区および対照として，冷房区の 3処理区を設けた． 

処理は 3処理区ともガラス温室（間口 3.8ｍ，奥行き 6ｍ，軒高 2.8

ｍ）で実施した．無冷房区は，遮光率 65～70％の遮光資材（クールホ

ワイト TM，ダイオ化成（株））を展帳し，側窓，入り口（片側のみ）を開放，天窓は 25℃換気とした．

高温区は，無冷房区と同様の遮光資材を展帳し，入り口は開放したが，側窓は閉め切りにし，天窓

は 30℃換気とした．冷房区は，遮光率 75％の遮熱資材（タイレン AG-20 TM，大豊化学工業（株））を

展帳し，昼温（6 時～20 時）を 25℃、夜温（20 時～6時）を 15℃で管理した．育苗中は 7～10 日お

きに窒素濃度 150ppm の液肥（OKF-9，大塚アグリテクノ（株）N：P2O5：K2O＝15：15：15）を潅水が

わりに与えた．処理は鉢上げ日から 2015 年は 9月 1日まで，2016 年は 9月 5日まで実施した．処理

終了時に各区 30～40 株について，苗の株径，葉数および抽苔本数を調査した． 

 

図 1 培養容器に入っ

た発根培養苗

（ビトロ苗）  
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２）ほ場での栽培 

栽培試験は両年ともガラス温室で実施した．定植は両年とも9月7日に幅90cmのベッドに株間30cm，

条間 40cm，2 条千鳥植えで行った．基肥は N，P2O5，K2O をベッド 1ｍ2当たり 2015 年は 5.5-7.4-6.4g，

2016 年は 6.4-8.6-7.5g（両年ともいなみペレット 6-8-7）を施用した．追肥は液肥（OKF-2，大塚ア

グリテクノ（株）N：P2O5：K2O＝14：8：16）を 11 月から 3月まで 2週間に 1回程度 1回当たりベッ

ド 1ｍ2当たり窒素成分で 0.6～1g 施用した．定植後 2週間，抽苔花茎を除去しながら株養成を図っ

た．なお，2016 年は生育初期に先端が黒変した花茎が発生したため，10 月 12 日に先端の黒変した

花茎を除去した．冬季は最低夜温 3℃で管理した．試験区は，2015 年は 1区 8株 1反復，2016 年は

1 区 8株 2反復とし，2015 年は 10 月 29 日～2016 年 3 月 15 日まで，2016 年は 10 月 31 日～2017 年

3 月 15 日まで切り花本数および切り花長，切り花重，花房数，分枝数，茎径を調査した． 

 

２．県育成品種におけるセル苗鉢上げ後の育苗温度が生育・開花に及ぼす影響（実験 2） 

試験は 2015 年と 2016 年に実施した．各年の供試品種は実験 1と同様とした． 

１）育苗 

2015 年は 8 月 5 日に 2016 年は 8月 4日に 288 穴セル苗（バイオセンター中津から入手：セル苗を

3℃設定で約 20 日間低温処理，昼間 25℃、夜間 15℃で育苗）を実験 1と同様にポットに鉢上げした． 

なお，鉢上げ後の処理および育苗管理，苗質の調査は，実験 1と同様の方法で行った． 

 

２）ほ場での栽培 

両年とも実験 1 と同様の栽培管理，調査を行ったが，試験区は両年とも 1区 8株 2反復とした． 

 

３．8月下旬定植における無冷房育苗中の電照処理が生育・開花に及ぼす影響（実験 3） 

１）育苗 

 ‘紀州ファインバイオレット’，‘紀州ファインブルー’，‘紀州ファインパール’，‘紀州フ

ァインピンク’を供試した．発根培養苗（（株）ベルディから入手）を 5℃，16 時間照明下で 25 日

間処理し，2017 年 7 月 13 日に 7.5cm ポリポットに鉢上げした．処理区は無冷房で育苗し電照による

長日処理をする区（無冷房+電照区），無冷房で育苗する無冷房区および対照として冷房育苗区の 3

処理区を設けた．電照は 7 月 20 日から 8月 24 日までの期間白熱電球で日没後から 20 時間日長とな

るように照射した．各区の育苗温度は実験 1 と同様としたが，冷房区に展帳する遮光資材は無冷房

区と同じ資材を使用した．調査は 1区 40 株とし，各株が抽苔した日および処理終了時に株径，葉数，

抽苔本数を調査した． 

 

２）ほ場での栽培 

 栽培ほ場は実験1と同様の温室で行い，2017年8月25日に幅90cmのベッドに株間30cm，条間40cm，

2 条千鳥り植えで定植した．基肥は N，P2O5，K2O をベッド 1ｍ2当たりそれぞれ 7g（JA 花配合 7-7-7）

施用した．追肥は液肥（OKF-9 または OKF-2）を 2 週間に 1 回程度ベッド 1ｍ2当たり窒素成分で 1g

を施用した．9 月 13 日まで抽苔花茎を除去しながら株養成を図った．冬季は最低気温 3℃で管理し

た．切り花調査は 10 月 16 日～2018 年 3 月 13 日まで実施した．試験区は 1 区 8株 2反復とし，切り

花本数および切り花長，切り花重，花房数，分枝数，茎径を調査した． 
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結 果 

 

１．育苗施設内の気温 

 育苗施設の遮光率は，無冷房区および高温区は 70％，冷房区は 80％であった．両年とも冷房区で

はほぼ設定温度で推移した（図 2）．無冷房区および高温区では，夜間の気温はほとんど差がなかっ

たが，7時～20 時頃までは高温区が無冷房区に比べて 2015 年で 0.6～2.4℃，2016 年で 0.6～1.6℃

高く推移した．冷房区の平均 

気温，最高気温、最低気温は，

無冷房区および高温区に比べて

約 10℃低かった（表 1）．また，

2015 年と 2016 年を比較すると，

平均気温は2016年の方が無冷房

区で 1℃，高温区で 0.6℃高かっ

た． 

 

 

 
 
 
 

２．県育成品種における発根培養苗（ビトロ苗）鉢上げ後の育苗温度が生育・開花に及ぼす影響（実

験 1） 

１）苗質および定植後の初期生育 

定植時の苗質について（表 2），株径は全ての品種で冷房区が他区に比べて顕著に大きく，軟弱と

なった．葉数は，‘紀州ファンバイオレット’，‘紀州ファインイエロー’，‘紀州ファインパー

プル’および‘紀州ファイングレープ’では，冷房区が他区に比べてやや少なかったが，他の品種

では処理区間に明らかな差異は認められなかった．抽苔株率は‘紀州ファインパープル’および

‘紀州ファイングレープ’の 2品種では，いずれの区においても 0％であった．一方，‘紀州ファイ

ンラベンダー’，‘紀州ファインイエロー’および‘紀州ファインパール’は，96～100％といずれ

表1　処理区の施設内気温

年度 処理区 平均気温ｚ（℃） 最高気温ｙ（℃） 最低気温ｙ（℃）

2015 無冷房 29.6 37.9 24.4

高温 30.7 40.1 24.8

冷房 20.3 28.1 13.6

2016 無冷房 30.6 37.8 25.0

高温 31.3 38.9 25.1

冷房 20.3 26.5 14.3

注）2015年は7月27日～9月1日、2016年は7月28日～9月5日
ｚ
　各時刻の平均値　

ｙ
1日の最高気温または最低気温の平均
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図 2 各処理区の育苗施設内の気温の推移 

   注）2015年は 7月 27日～9月 1日、2016年は 7月 28日～9月 5日各時刻の平均値 
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の区においても高かった．また，‘紀州ファインバイオレット’は冷房区が 81.3％と高かったが，

他の2区は0～4.2％と顕著に低かった.逆に‘紀州ファインブルー’および‘紀州ファインピンク’

の 2品種は，冷房区の抽台株率がそれぞれ 46.2％，47.4％に対して，無冷房区と高温区は，96～100％

と高かった．抽苔本数は抽苔株率が低い区で少なかった． 

株養成終了時の抽苔株率について，‘紀州ファインバイオレット’，‘紀州ファインパープル’

および‘紀州ファイングレープ’は，冷房区が 100％と全株抽苔したが，無冷房区および高温区では

抽苔株率が低く，特に高温区で顕著に低かった（表 2）．一方，定植時に抽苔株率が低かった‘紀州

ファインブルー’および‘紀州ファインピンク’の冷房区においても株養成時には全ての株が抽苔

した． 

株養成終了までの抽苔本数は，‘紀州ファインパール’では，各区に顕著な差は認められなかっ

たが，ほとんどの品種で，冷房区，無冷房区，高温区の順に多い傾向が認められた（表 2）．定植後

1ヵ月目の抽苔株率は，‘紀州ファインラベンダー’および‘紀州ファインイエロー’は全ての区で

100％であったが，‘紀州ファインバイオレット’は無冷房区において，‘紀州ファインブルー’，

‘紀州ファインパープル’，‘紀州ファイングレープ’は高温区において，‘紀州ファインパール’

および‘紀州ファインピンク’は無冷房区と高温区において，未抽苔株が発生した（表 2）．特に‘紀

州ファインピンク’は，無冷房区 50％，高温区 12.5％と顕著に低下した．抽苔本数は，冷房区が無

冷房区および高温区よりも多かった．  
 
 

 

 

 

表2　スターチス・シヌアータにおける発根培養苗（ビトロ苗）鉢上げ後の育苗温度が定植時の苗質および初期生育に及ぼす影響

栽培年 品種 試験区 株径ｙ 葉数 抽苔株率 抽苔本数ｘ 抽苔株率 抽苔本数ｗ 抽苔株率 抽苔本数ｖ

(cm) （枚） （％） （本/株） （％） （本/株） （％） （本/株）

2015年 無冷房 15.9 11.9 4.2 0.0 75.0 0.8 87.5 1.5

高温 14.5 11.3 0.0 0.0 0.0 0.0 100 1.8

冷房 19.7 9.6 81.3 0.9 100 3.6 100 2.5

無冷房 17.2 9.6 100 2.3 100 5.3 100 2.3

高温 16.9 10.4 96.0 1.4 100 3.9 100 2.1

冷房 18.9 11.0 100 2.2 100 6.6 100 2.6

無冷房 12.3 19.0 100 4.2 100 6.1 100 3.5

高温 11.6 16.4 100 3.9 100 6.0 100 4.9

冷房 12.5 15.2 100 3.8 100 7.3 100 5.6

2016年 紀州ファインブルー 無冷房 13.8 12.3 100 1.8 100 3.3 100 2.1

高温 12.5 12.6 97.5 1.3 100 2.8 93.8 1.8

冷房 19.7 12.0 46.2 0.5 100 3.8 100 3.6

紀州ファインパープル 無冷房 15.5 12.8 0.0 0.0 75.0 0.8 100 3.6

高温 18.5 13.2 0.0 0.0 43.8 0.4 81.3 1.8

冷房 21.8 11.0 0.0 0.0 100 2.6 100 4.1

紀州ファイングレープ 無冷房 14.8 10.8 0.0 0.0 56.3 0.6 100 2.3

高温 13.6 10.5 0.0 0.0 0.0 0.0 87.5 1.0

冷房 17.5 8.6 0.0 0.0 100 1.2 100 3.6

紀州ファインパール 無冷房 10.6 11.7 100 2.1 100 3.9 93.8 3.0

高温 8.8 11.5 100 1.7 100 3.8 93.8 2.5

冷房 12.4 10.3 97.4 1.0 100 3.6 100 3.8

紀州ファインピンク 無冷房 18.2 14.0 100 1.2 100 2.4 50.0 0.6

高温 15.1 14.7 100 1.5 100 1.9 12.5 0.1

冷房 23.2 13.5 47.4 0.5 100 2.3 100 2.9

ｚ　
2015年は10月5日、2016年は10月12日に調査、

ｙ
最大株径、

ｘ
育苗中に除去した抽苔花茎と調査時の抽苔花茎の総数、

ｗ
株養成終了時までに除去した抽苔花茎の総数

ｖ
株養成後に抽苔した花茎の本数

定植後1ヵ月目ｚ

注）培養容器に入った発根培養苗を2015年は7月27日、2016年7月28日に鉢上げ、無冷房：天窓25℃換気、側窓入り口は開放、高温：天窓30℃換気、側窓閉めきり、入り口開放で管

理、冷房：昼間25℃/夜間15℃、定植：9月7日、株養成のために定植後14～16日間抽苔花茎を除去した

紀州ファインバイオレット

紀州ファインラベンダー

紀州ファインイエロー

定植時 株養成終了時
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２）切り花本数と切り花品質 

切り花本数について（表 3），‘紀州ファインバイオレット’は，高温区において 10～12 月の切り

花本数が他区に比べて多かったが，1～3月は逆に少なく，総切り花本数は各区同程度であった．‘紀

州ファインパープル’および‘紀州ファイングレープ’は，冷房区と無冷房区では同程度であった

が，高温区で 10～12 月の切り花本数が他の 2区よりも少なく，総切り花本数は冷房区の 93～95％で

あった．‘紀州ファインラベンダー’，‘紀州ファインイエロー’は，無冷房区および高温区にお

いて，10～12 月の切り花本数が冷房区よりも少なかったが，1～3月には多くなり，総切り花本数は

冷房区と同等または多くなった．‘紀州ファインブルー’および‘紀州ファインパール’は，無冷

房区および高温区では 10～12 月の切り花本数が冷房区に比べて少なく，総切り花本数も冷房区と比

べて，‘紀州ファインパール’の無冷房区で 92％，高温区で 83％，‘紀州ファインブルー’ではそ

れぞれ 82％，75％と少なかった．また，‘紀州ファインピンク’では，無冷房区および高温区では

切り花調査中に開花しない株が 25～50％発生し，総切り花本数は，冷房区の 40～50％と顕著に少な

かった． 

切り花品質について（表 3），各区で切り花本数が同程度であった品種は，切り花長，切り花重等

の切り花品質も明らかな差は見られなかったが，無冷房区や高温区の切り花本数が少なかった‘紀

州ファインブルー’，‘紀州ファインパール’，‘紀州ファインピンク’では，切り花本数が少な

い区で，切り花重，茎径が大きく，花房数が多かった． 

 

 

 
 

３．県育成品種におけるセル苗鉢上げ後の育苗温度が生育・開花に及ぼす影響（実験 2） 

１）苗質および定植後の初期生育 

定植時の苗質について（表 4），株径は‘紀州ファインイエロー’では，各区で顕著な差は認めら

れなかったが，他の品種では，冷房区で他の 2区に比べて大きい傾向が認められた．特に 2016 年に

表3　発根培養苗（ビトロ苗）鉢上げ後の育苗温度が切り花本数および切り花品質に及ぼす影響

2L率ｚ 開花株率ｙ 切り花長 切り花重 茎径 分枝数 花房数

10～12月 1～3月 合計 （％） （％） （cm） （g） （mm） （本） （個）

2015年 紀州ファインバイオレット 無冷房 7.0 11.6 18.6 82.6 100 81.3 38.1 5.7 4.6 6.8

高温 12.8 5.1 17.9 83.9 100 80.4 38.2 5.9 4.6 6.4

冷房 6.4 10.6 17.0 92.6 100 82.5 43.9 6.1 5.0 7.8

紀州ファインラベンダー 無冷房 5.6 7.8 13.4 88.8 100 87.0 57.5 5.3 5.6 10.2

高温 6.3 8.4 14.6 84.6 100 85.0 54.8 5.2 5.7 10.4

冷房 7.1 6.6 13.8 94.5 100 85.6 56.3 5.1 6.0 11.0

紀州ファインイエロー 無冷房 8.3 10.0 18.3 88.4 100 92.6 42.8 5.2 5.7 9.7

高温 8.8 11.8 20.5 82.3 100 93.3 40.7 4.7 5.5 9.3

冷房 10.1 9.6 19.8 82.9 100 93.5 43.3 5.1 5.5 9.4

2016年 紀州ファインブルー 無冷房 3.4 7.9 11.3 86.2 100 83.1 54.9 6.7 5.6 9.4

高温 3.2 7.2 10.4 92.6 100 87.8 61.2 7.0 5.6 9.7

冷房 5.5 8.4 13.8 88.1 100 83.6 50.9 6.2 5.7 9.3

紀州ファインパープル 無冷房 5.4 9.4 14.8 82.6 100 77.0 43.5 6.4 5.2 8.0

高温 4.9 7.1 12.0 85.9 100 77.8 46.1 6.8 5.2 8.1

冷房 5.1 7.9 12.9 82.2 100 81.1 47.3 6.6 5.8 9.5

紀州ファイングレープ 無冷房 5.7 7.4 13.1 79.5 100 80.7 44.6 6.8 4.5 6.4

高温 4.0 8.3 12.3 90.8 100 86.6 48.3 6.8 4.8 6.7

冷房 5.7 7.3 12.9 86.5 100 80.9 45.6 6.8 4.7 6.9

紀州ファインパール 無冷房 3.6 7.8 11.4 84.8 100 87.0 55.0 5.9 7.4 14.1

高温 2.7 7.4 10.1 86.8 100 90.1 61.3 6.4 7.9 15.4

冷房 4.8 7.3 12.1 85.1 100 84.7 48.3 5.9 7.4 12.8

紀州ファインピンク 無冷房 1.5 3.8 5.3 89.7 75 85.8 83.4 7.1 6.7 13.1

高温 1.2 3.0 4.2 80.6 50 74.3 98.5 7.4 6.9 16.5

冷房 4.2 6.5 10.7 89.5 100 84.9 65.2 6.0 6.6 11.2

注）9月7日定植、定植後14～16日間抽苔花茎を除去した、冬季最低夜温3℃で管理

調査期間：2015年；10月29日～2016年3月15日、2016年；10月31日～2017年3月15日
ｚ
　切り花総数に占める切り花長70cm以上、かつ花房数5個以上の切り花の割合　

ｙ
調査期間中に採花した株の割合

品種 試験区
切り花本数（本/株）

栽培年
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供試した 5 品種は，冷房区の葉長が大きく，厚みが薄い軟弱な苗であった．無冷房区と高温区では，

株径に顕著な差は認められなかった．葉数は，‘紀州ファインラベンダー’，‘紀州ファインイエ

ロー’を除く 6品種で，無冷房区，高温区，冷房区の順に多い傾向が認められた．抽苔本数は，‘紀

州ファインバイオレット’および‘紀州ファインパープル’では，各区でほとんど差は見られなか

ったが，他の 6 品種は，冷房区が無冷房区および高温区よりも少なかった．また，‘紀州ファイン

ブルー’では高温区が無冷房区に比べてやや少なかった．抽苔株率は，‘紀州ファインパープル’

で 66.7～81.6％，‘紀州ファインバイオレット’で 60～68.6％と各区とも低かった．他の 6品種で

は各区ともほぼ 100％と定植時にはほとんどの個体が抽苔した．株養成終了時までの抽苔本数は，

‘紀州ファインピンク’では，冷房区がやや少なかったが，他の 7 品種では各区ともほぼ同程度で

あった（表 4）．また，‘紀州ファインパープル’の高温区では，未抽苔株が 6％認められたが，定

植時に抽苔率が低かった‘紀州ファインバイオレット’は株養成終了時には全株が抽苔した．定植

後 1 ヵ月の期間に抽苔した花茎の本数は，多くの品種で冷房区が最も多く，高温区が最も少ない傾

向が認められた（表 4）．特に‘紀州ファインピンク’では，無冷房区および高温区において，抽苔

本数が顕著に少なく，抽苔株率も低かった． 

 

 

 

 

２）切り花本数と切り花品質 

切り花本数について（表 5），‘紀州ファインバイオレット’および‘紀州ファインパープル’で

は 10～12 月および 1～3 月の切り花本数が冷房区に比べて無冷房区および高温区の方が多く，総切

り花本数も多かった．また，‘紀州ファインラベンダー’，‘紀州ファインブルー’および‘紀州

表4　スターチス・シヌアータにおけるセル苗鉢上げ後の育苗温度が定植時の苗質および初期生育に及ぼす影響

栽培年 品種 試験区 株径
ｙ 葉数 抽苔株率 抽苔本数

ｘ 抽苔株率 抽苔本数
ｗ 抽苔株率 抽苔本数

ｖ

(cm) （枚） （％） （本/株） （％） （本/株） （％） （本/株）

2015年 紀州ファインバイオレット 無冷房 17.3 12.5 62.9 0.8 100 2.1 100 2.4

高温 16.6 11.5 68.6 0.8 100 1.9 100 2.2

冷房 18.7 10.5 60.0 0.6 100 2.7 100 3.2

紀州ファインラベンダー 無冷房 17.7 13.6 100 2.8 100 4.1 100 4.5

高温 16.4 12.3 100 2.9 100 3.4 100 3.9

冷房 18.6 12.5 100 1.9 100 3.1 100 5.4

紀州ファインイエロー 無冷房 13.9 20.7 100 5.0 100 6.4 100 3.6

高温 12.6 19.0 100 5.0 100 6.3 100 3.4

冷房 12.1 21.9 100 3.5 100 7.1 100 5.1

2016年 紀州ファインブルー 無冷房 16.6 12.4 100 3.6 100 4.0 93.8 2.1

高温 17.4 12.6 100 2.8 100 2.9 100 1.8

冷房 23.3 10.4 100 2.0 100 3.4 100 2.7

紀州ファインパープル 無冷房 21.7 13.3 81.6 1.2 100 2.7 100 3.2

高温 20.2 11.8 66.7 0.9 93.8 2.1 93.8 2.6

冷房 24.0 10.8 81.6 0.8 100 3.0 100 3.8

紀州ファイングレープ 無冷房 18.9 12.8 97.5 2.3 100 2.9 100 2.1

高温 18.4 12.8 100 2.4 100 3.0 100 2.1

冷房 26.1 11.6 100 1.6 100 3.3 93.8 2.5

紀州ファインパール 無冷房 15.6 18.0 100 4.1 100 5.3 100 3.4

高温 14.1 15.2 97.4 3.6 100 4.7 100 3.3

冷房 19.0 13.9 100 2.1 100 4.2 100 3.6

紀州ファインピンク 無冷房 18.7 16.3 100 3.5 100 4.3 75.0 1.4

高温 18.4 14.4 100 3.1 100 4.1 93.8 1.4

冷房 27.4 11.5 100 1.5 100 2.7 100 3.8

ｚ　
2015年は10月5日、2016年は10月12日に調査、

ｙ
最大株径、

ｘ
育苗中に除去した抽苔花茎と調査時の抽苔花茎の総数、

ｗ
株養成終了時までに除去した抽苔花茎の総数

ｖ
株養成後に抽苔した花茎の本数

注）288穴セル苗を2015年は8月5日、2016年8月4日に鉢上げ、、無冷房：天窓25℃換気、側窓入り口は開放、高温：天窓30℃換気、側窓閉めきり、入り口開放で管理、冷房：昼間

25℃/夜間15℃定植：9月7日、株養成のために定植後14～16日間抽苔花茎を除去した

定植時 株養成終了時 定植後1ヵ月目ｚ
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ファイングレープ’は，10～12 月および 1～3月の切り花本数が各区同程度であり，総切り花本数も

同程度であった．‘紀州ファインイエロー’および‘紀州ファインパール’では，無冷房区および

高温区の 10～12 月の切り花本数が，‘紀州ファインイエロー’で冷房区の 68.5～70.3％， ‘紀州

ファインパール’で 64.4～69.5％と少なかったものの 1～3月の切り花本数が多かった．このため総

切り花本数は，‘紀州ファインイエロー’で約 10％の減少にとどまり，‘紀州ファインパール’で

冷房区と同程度であった．‘紀州ファインピンク’も上記 2品種同様 10～12 月の切り花本数は冷房

区の 40.3～53.2％と少なく，1～3 月に切り花本数は増加し，総切り花本数は無冷房区で冷房区の

93.2％と回復したものの，高温区で年内の切り花本数が極端に少なく，総切り花本数は，冷房区よ

り約 20％減少した．また，‘紀州ファインピンク’では，高温区において調査期間中未開花株が 6％

発生したが，これを除く品種では，全ての区の株が開花した． 

切り花品質について（表 5），‘紀州ファインピンク’を除く 7 品種では，各区で切り花長，切り

花重，茎径，分枝数，花房数は同程度であった．‘紀州ファインピンク’では，無冷房区および高

温区で冷房区よりも切り花重，茎径が大きかった． 

 

 

 

 

４．8月下旬定植における無冷房育苗中の電照処理が生育・開花に及ぼす影響（実験 3） 

１）育苗 

各処理区の施設内の平均気温は，無冷房+電照区 30.4℃，無冷房区 30.3℃，冷房区 21.1℃であっ

た（データ省略）.冷房区では日中設定温度より 3℃程度高くなる時間帯もあったが，夜間はほぼ設

定温度で推移した．図 3に鉢上げ後の抽苔株率の推移を示した． ‘紀州ファインブルー’，‘紀州

ファインパール’，‘紀州ファインピンク’では冷房区に比べて無冷房温度で育苗する 2 区で抽苔

が早くから始まり，冷房区ではこれらより遅れて始まったが，8 月 21 日には処理区に関係なくほぼ

全ての株で抽苔した．また，電照することで，やや抽苔が促進された．一方，‘紀州ファインバイ

表5　セル苗鉢上げ後の育苗温度が切り花本数および切り花品質に及ぼす影響

2L率
ｚ

開花株率
ｙ 切り花長 切り花重 茎径 分枝数 花房数

10～12月 1～3月 合計 （％） （％） （cm） （g） （mm） （本） （個）

2015年 紀州ファインバイオレット 無冷房 8.5 11.8 20.3 84.6 100 82.6 38.1 5.6 4.5 6.6

高温 7.9 13.8 21.8 77.9 100 83.0 35.8 5.5 4.4 6.4

冷房 6.7 10.1 16.8 89.9 100 85.5 43.8 5.8 4.7 7.0

紀州ファインラベンダー 無冷房 10.4 8.6 19.0 78.0 100 80.6 42.7 4.8 5.2 8.9

高温 10.6 8.8 19.4 72.9 100 79.2 40.1 4.7 4.8 8.2

冷房 11.0 7.3 18.3 86.0 100 80.1 42.1 4.6 5.5 8.9

紀州ファインイエロー 無冷房 7.6 9.6 17.3 83.7 100 92.8 41.6 4.9 5.4 8.8

高温 7.4 10.3 17.6 87.9 100 90.3 39.2 5.2 5.1 8.3

冷房 10.8 8.4 19.2 87.9 100 92.4 41.9 5.0 5.3 9.1

2016年 紀州ファインブルー 無冷房 3.5 7.4 11.0 90.1 100 88.2 60.9 6.9 5.6 9.6

高温 3.1 7.9 10.9 96.5 100 91.7 63.6 7.2 5.7 9.8

冷房 3.4 7.6 10.9 96.0 100 89.3 65.4 7.1 5.9 10.1

紀州ファインパープル 無冷房 5.7 11.5 17.2 81.1 100 75.7 37.2 6.0 4.7 6.8

高温 4.8 11.1 15.9 85.0 100 76.0 39.9 6.2 5.0 7.3

冷房 4.5 9.9 14.3 96.9 100 79.7 43.0 6.4 5.5 8.2

紀州ファイングレープ 無冷房 5.7 10.1 15.8 86.1 100 84.0 41.3 6.5 4.3 6.2

高温 5.8 11.2 16.9 83.4 100 86.5 43.3 6.6 4.4 6.5

冷房 5.3 10.0 15.3 87.3 100 86.7 47.1 6.8 4.6 7.0

紀州ファインパール 無冷房 4.1 9.4 13.4 93.0 100 87.5 48.5 5.8 7.3 12.8

高温 3.8 8.9 12.8 89.2 100 87.0 47.8 5.7 7.3 13.0

冷房 5.9 7.2 13.1 91.9 100 86.3 45.7 5.8 7.1 12.2

紀州ファインピンク 無冷房 3.3 8.9 12.3 86.0 100 84.7 61.6 6.0 6.0 10.1

高温 2.5 8.5 10.9 92.1 93.8 85.0 62.3 6.1 6.0 10.1

冷房 6.2 7.0 13.2 77.3 100 79.2 51.7 5.6 5.7 8.8

注）9月7日定植、定植後14～16日間抽苔花茎を除去した、冬季最低夜温3℃で管理

調査期間：2015年；10月29日～2016年3月15日、2016年；10月31日～2017年3月15日
ｚ
　切り花総数に占める切り花長70cm以上、かつ花房数5個以上の切り花の割合　

ｙ
調査期間中に採花した株の割合

品種 試験区
切り花本数（本/株）

栽培年
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オレット’では，7 月 31 日時点においては，冷房区 0％に対して、無冷房＋電照区および無冷房区

が 13～15％と早期に抽苔する個体も認められたが，以降増加が緩やかとなり，8月 15 日から冷房区

の抽苔株率が他区より高くなった．無冷房＋電照区は 8月 14 日以降抽苔株が増加し，定植時には冷

房区と差がなくなったが，無冷房区は横ばいで推移した．定植時の株径は‘紀州ファインピンク’

を除いて，無冷房＋電照区が最も大きい傾向が認められた（表 6）．葉数は，無冷房温度で育苗する

区で，冷房区より多かった．定植時の抽苔本数は‘紀州ファインブルー’，‘紀州ファインパール’，

および‘紀州ファインピンク’では，無冷房＋電照区＞無冷房区＞冷房区の順に多かった（表 6）．

一方，‘紀州ファインバイオレット’では無冷房区では他の 2 区よりも顕著に少なかった．抽苔株

率は，‘紀州ファインブルー’，‘紀州ファインパール’，‘紀州ファインピンク’では，全ての

区において 97.5～100％とほぼ全ての株が抽苔したが，‘紀州ファインバイオレット’の抽苔株率は，

無冷房＋電照区と冷房区が約 90％，無冷房区は 36.8％とさらに低かった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 無冷房育苗中の電照処理と抽苔株率の推移 

注）2017年 7月 13日に発根培養苗を直接ポットに鉢上げ、電照 

区は 7月 20日～8月 24日まで 20時間日長で処理 
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２）切り花本数と切り花品質 

 切り花本数について，‘紀州ファインブルー’および‘紀州ファインパール’は電照することで増加

し，‘紀州ファインパール’の総切り花本数は冷房区よりも多かった（表 7）．一方，‘紀州ファインバイ

オレット’では，無冷房区が最も多く，電照や冷房育苗することで逆に少なくなった．‘紀州ファインピ

ンク’では，電照の有無にかかわらず，無冷房温度で育苗すると総切り花本数が冷房区の 35％程度と

顕著に少なく，切り花調査終了時において，未開花株が 20～25％見られた．切り花品質について，

‘紀州ファインバイオレット’，‘紀州ファインパール’，‘紀州ファインピンク’では，切り花長，切り

花重，茎径，分枝数，花房数は，電照区と無冷房区とではほぼ同等であったが，‘紀州ファインブルー’

では電照区で切り花長，切り花重がやや劣った（表 7）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考 察 

 

 生産者が県育成品種を自家育苗する際，低温処理後冷房育苗された 288 穴セル苗と培養容器に入

表6　無冷房育苗中の電照処理が定植時の苗質に及ぼす影響

品種 試験区 株径
ｚ 葉数 抽苔本数

ｙ 抽苔株率

（cm） （枚） （本） （％）

紀州ファインバイオレット 無冷房＋電照 19.7 10.9 0.9 89.7

無冷房 16.6 12.0 0.3 36.8

冷房 16.7 10.7 0.9 90.0

紀州ファインブルー 無冷房＋電照 18.9 15.6 2.1 100

無冷房 15.8 14.8 1.6 97.5

冷房 11.9 11.7 1.2 100

紀州ファインパール 無冷房＋電照 16.4 14.9 2.9 100

無冷房 14.8 13.6 1.7 100

冷房 12.8 11.9 1.5 100

紀州ファインピンク 無冷房＋電照 20.0 15.2 2.1 100

無冷房 16.5 15.9 1.8 100

冷房 18.7 13.2 1.4 100

注）2017年7月13日に発根培養苗を鉢上げ、電照区は7月20日～8月24日まで20時間日長の電照処理

調査日：8月24日，n=38～40

ｚ　
最大株径、

ｙ
育苗中に除去した抽苔本数と調査時の抽苔本数の合計

表7　無冷房育苗中の電照処理が切り花本数および切り花品質に及ぼす影響

2L率ｚ 開花株率ｙ 切り花長 切り花重 茎径 分枝数 花房数

10～12月 1～3月 合計 （％） （％） （cm） （g） （mm） （本） （個）

紀州ファインバイオレット 無冷房＋電照 5.5 8.3 13.8 85.5 100 83.9 45.7 6.9 4.9 7.2

無冷房 7.8 10.4 18.2 83.8 100 82.0 42.1 6.6 4.9 7.1

冷房 9.7 7.2 16.9 68.9 100 76.8 34.7 5.9 4.6 6.3

紀州ファインブルー 無冷房＋電照 7.5 6.8 14.3 67.0 100 74.7 41.2 5.1 5.3 8.6

無冷房 4.6 5.8 10.4 85.4 100 84.1 55.3 6.3 5.7 9.7

冷房 7.4 7.3 14.7 80.1 100 81.4 49.4 5.9 5.8 9.4

紀州ファインパール 無冷房＋電照 6.5 7.6 14.1 87.2 100 88.3 45.6 5.4 6.9 11.2

無冷房 5.9 6.8 12.6 89.4 100 91.8 45.7 5.6 7.5 12.9

冷房 7.1 5.8 12.9 88.4 100 86.4 42.5 5.4 7.1 11.9

紀州ファインピンク 無冷房＋電照 2.5 3.1 5.6 67.6 81.3 79.8 77.1 6.4 6.2 11.6

無冷房 2.9 3.0 5.9 82.9 75.0 82.7 79.5 6.6 6.5 12.5

冷房 8.6 6.9 15.4 63.5 100 74.2 40.0 5.1 5.3 8.0

注）2017年8月25日定植、定植後19日間抽苔花茎を除去、冬季最低夜温3℃で管理

調査期間：2017年10月16日～2018年3月13日

ｚ 
切り花総数に占める切り花長70cm以上、かつ花房数5個以上の切り花の割合　

ｙ 
調査期間中採花した株の割合

品種 試験区
切り花本数（本/株）



宮前・小川：和歌山県育成スターチス・シヌアータ品種における夏季無冷房育苗が 

促成栽培での生育および開花に及ぼす影響 

 

33 

った発根培養苗（ビトロ苗）の 2 種類を用いる場合が多い．ビトロ苗はセル苗に比べて移植後活着

が遅く，初期生育は遅くなる．春化したスターチスは，葉枚数が少ない幼苗ほど高温に感応する程

度が高くなる（吾妻ら,1986）ことから，実験 1，2では，苗の生育ステージが異なるビトロ苗とセ

ル苗を夏季に温度制御を行わない遮光ハウス下で育苗した場合の生育，開花について調査した． 

セル苗の段階まで冷涼な環境で育苗した苗を用いた実験 2では，‘紀州ファインイエロー’，‘紀

州ファインパール’，‘紀州ファインピンク’の 3品種は，無冷房区では，年内の切り花本数が冷

房区よりも少なくなったが，すべての品種で総切り花本数では，冷房区と遜色なかった．一方，ビ

トロ苗を鉢上げした実験 1においては，‘紀州ファインブルー’および‘紀州ファインピンク’の 2

品種は，総切り花本数が冷房区に比べて 20～50％少なかった．このことから，‘紀州ファインピン

ク’および‘紀州ファインブルー’を除いた 6品種は，培養容器から直接鉢上げした段階から無冷

房下で育苗した促成栽培の適応性が示唆された．しかし,‘紀州ファインピンク’は,セル苗を用い

た場合でも，株養成終了後に抽苔本数がほとんど見られなくなり,12 月までの切り花本数の減少が著

しかったことから，無冷房育苗は適さないと思われる．また，ビトロ苗を用いた場合に切り花本数

の減少がみられた品種が認められたことから，組織培養苗においても，実生苗と同様に幼苗段階で

高温に遭遇すると，低温の効果が低下するが，セル苗の段階まで冷房育苗することで高温に遭遇し

ても開花遅延が生じにくくなると考えられた．高温区と無冷房区を比較すると，育苗中の気温は，

最高気温で 1.1～2.2℃，平均気温で 1.1～1.3℃高温区の方が高い条件であった．‘紀州ファインピ

ンク’は高温区で 3月までの切り花本数が少なく開花率も低かったことから，高温ほど抽苔が遅れ

る度合いが大きくなると考えられた． 

 各品種についてみると，紫系の‘紀州ファインバイオレット’，‘紀州ファイングレープ’，‘紀

州ファインパープル’の 3品種は，セル苗やビトロ苗のどちらの苗を用いた場合も，試験区にかか

わらず他の品種に比べて抽苔が遅く，特に無冷房区や高温区で顕著であった．しかし，これら 3品

種の無冷房区および高温区の切り花本数は，冷房区と同等以上であった．県育成品種の紫系品種は，

ブルー系品種や白色，黄色系品種に比べて低温要求量が大きい（古屋・藤岡，2009；小川ら，2012；

小川ら，2014，小川・上山,2016b）とされるが，この程度の低温要求量では無冷房下で育苗しても

切り花本数が低下しないことが示された．一方，‘紀州ファインピンク’は，無冷房区および高温

区における定植時の抽苔率は 100％であったにもかかわらず，株養成終了直後は，抽苔本数が顕著に

少なくなり，10～12 月の切り花本数は激減した．これは，‘紀州ファインピンク’が‘紀州ファイ

ンバイオレット’に比べてさらに低温要求量が大きい（小川・上山,2016a）ためと推察された． 

スターチスは，定植後電照栽培による脱春化防止や抽苔促進効果が得られる（藤田 1986；島ら 2011）

ことから，実験 3では無冷房育苗中の電照による脱春化防止や抽苔促進効果を検討した．この結果，

無冷房育苗では抽苔が遅れる傾向にある‘紀州ファインバイオレット’では，育苗中に電照するこ

とで，抽苔が顕著に早まり，定植時の抽苔株率は冷房区と同程度となった．他の品種でも電照する

ことで抽苔が促進され，定植時の抽苔本数も無冷房区よりも多く，抽苔促進効果が認められた．ま

た，この苗を自然日長下で栽培すると，‘紀州ファインブルー’と‘紀州ファインパール’は，電

照育苗することで 10～12 月の切り花本数の増加が認められ，定植後も育苗中の電照の効果が確認で

きた．しかし，‘紀州ファインピンク’では，無冷房＋電照区は定植時の抽苔本数が最も多かった

が，無冷房区とともに株養成終了後にほとんど抽苔が見られず，切り花本数が顕著に少なくなった．

このような品種では，定植後も継続した電照栽培を検討する必要があると考えられた．一方，‘紀

州ファインバイオレット’は，無冷房＋電照区では無冷房区に比べて切り花本数が減少した．種子
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品種を用いた苗冷蔵処理による開花促進効果の実験では，苗齢が本葉 5～8枚よりも本葉 9～12 枚の

苗を冷蔵すると収量が多くなったことから，スターチスでは腋芽が花芽になるため節数の少ない苗

齢での早い着花は増収に結びつかないことを指摘している（藤田 1986）．‘紀州ファインバイオレッ

ト’で見られた育苗中の電照による切り花本数の減少は，株が充実しないまま早期に抽苔したため

に，花芽になるための脇芽が少なくなったことが影響していると考えられた． 

生産現場では 8 月 20 日頃から 9 月中旬にかけて順次定植が行われる．実験 3では，高温による切

り花本数の減少が起きやすいビトロ苗を用い，8 月 25 日と比較的早い時期に定植を行った．実験を

行った 2017 年の 8 月下旬の平均気温（観測地点川辺）は，平年に比べて 1.6℃高かった．このよう

な切り花本数の減少の危険性が高い条件においても，無冷房で育苗した苗は，‘紀州ファインピン

ク’を除いて，大幅な抽苔の遅れはみられず，作付け条件にかかわらず，比較的安定して抽苔・開

花することが示された． 

以上の結果から，スターチス県育成品種は，‘紀州ファインピンク’，‘紀州ファインブルー’

を除いて，遮光ハウスの無冷房下で育苗しても，年内の切り花本数がやや少なくなる品種が認めら

れるものの，3月彼岸までに冷房育苗苗と同等以上の切り花本数を得られることが確認できた．その

際，セル苗の段階までは冷房育苗を実施する方法が，培養容器に入った発根培養苗から直接無冷房

下で育苗するよりも，高温による抽苔本数の減少や脱春化のリスクが少ないと考えられた．本実験

では，種苗生産許諾を行っている 2 社の苗を用いて実施した．これら 2 社では培養を 20℃程度で行

っている（小川・上山，2016a）．培養苗の開花は，培養温度や低温処理などの生育時の温度履歴が

影響を与える（古屋・藤岡，2009，2010；深山ら，1998；荻原ら，1997）ことから，遮光ハウスの

無冷房下で育苗する際は，苗生産時の温度履歴や品種の低温要求性が把握できる苗を用いることに

留意する必要がある．また，‘紀州ファインピンク’でみられた高温による著しい抽苔本数の減少

は，大幅な収量低下となるため，各品種について，脱春化が生じる温度などの条件をさらに検討す

る必要があると思われる． 

 

摘 要 

 

県育成品種 8品種について，培養容器に入った発根培養苗（ビトロ苗）とセル苗の生育ステージ

の異なる 2 種類の苗を遮光ハウスの無冷房下や無冷房より高温となる条件下で育苗し，冷房育苗苗

と生育,開花を比較した．ビトロ苗では，‘紀州ファインピンク’，‘紀州ファインブルー’を除い

た 6品種は，無冷房下で育苗した苗は，年内の切り花本数がやや少なくなる品種が認められるもの

の，3月彼岸までに冷房育苗苗と同等以上の切り花本数が得られることが確認できた．セル苗では, 

全ての品種で 3月彼岸までの切り花本数は冷房育苗苗と遜色なかった.  

‘紀州ファインバイオレット’等 4品種を用いて，無冷房育苗時の電照処理による脱春化防止や

抽苔促進効果を 8 月下旬定植の作型において検討した．全ての品種で電照により育苗中の抽苔が早

まり,‘紀州ファインブルー’，‘紀州ファインパール’では，切り花本数は冷房育苗苗と同等であ

った．一方,‘紀州ファインバイオレット’は電照により切り花本数がやや減少し,‘紀州ファイン

ピンク’は，無冷房区と同様に切り花本数は少なくなり，電照による抽苔促進効果は得られなかっ

た． 
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